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ペットボトルキャップ寄贈
へき地だより、団体会員紹介
教育支援資金のご案内
ふくしの輪・善意のともしび

歳末たすけあい運動
平戸市基幹相談支援センター
電動車いす安全運転について
福祉教育
地域で高齢者を支えよう

第16回ボランティア標語コンクール 最優秀賞　中学生の部

「１粒の　勇気の種で　笑顔咲く」

この広報誌は、共同募金会の配分を受けて作成したものです。

「仮装でハロウィーンパーティー」志々伎町へき地保育所
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ひらどひらど
あたたかい笑顔を地域へ

社協だより社協だより
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マルマン醤油・味噌醸造元

㈲中倉商店
平戸市宮の町625-2
☎22-2218

㈲中倉商店
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萩原食肉産業有限会社

－平戸和牛 焼肉 市山－
平戸市築地町530 TEL：22-2439

－市　山　精　肉　店－
平戸市木引田町432

TEL：22-2690/FAX：23－3488

平戸市基幹相談支援センター平戸市基幹相談支援センター
　平戸市基幹相談支援センターは、障がいがある方や難病の方々などが、住み慣れた

地域で自分らしく生活できるように支援することを目的とした総合相談窓口です。

　相談は、専門の相談員が対応いたします。相談内容により、適切な機関への橋渡し

も行ってまいります。相談は「無料」です。お気軽にご相談ください。

ひらどしきかんそうだんしえん

どんな方が利用できる？どんな方が利用できる？

障がいのある方やその家族、
ご支援している方もご利用で
きます。相談先がわからない
場合もご利用できます。

相談方法は？相談方法は？
当センターへの来所相談の
ほか電話相談も受け付けて
います。まずは、電話でご
相談したいことを聞かせて
ください。

どんなことをする
ところですか？
どんなことをする
ところですか？
生活上の困りごとなどの相談を
話していただき、様々な情報提
供や関係する機関と連携するな
どのご支援を行うところです。 

お問い合わせ先お問い合わせ先
住　　所:平戸市岩の上町１４６６番地　平戸市社会福祉協議会

電話番号:０９５０－２２－２１８０（代表）　  E-mail:hirado＠sha-kyo.net

利用時間:月～金曜日 ８時30分～ 17時30分（休業日:土・日曜日、祝日、年末年始）

毎週日曜日



地域の交通安全への願い

電動車いす
安全運転講習会の取り組み

4

　
10
月
18
日（
月
）、
平
戸
市
福
祉

保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
電
動
車
い

す
安
全
運
転
講
習
会
を
開
催
し
、
田

平
町
内
か
ら
13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

平
戸
警
察
署
と
平
戸
市
交
通
安
全
協

会
の
協
力
の
も
と
、
電
動
車
い
す
に

乗
る
際
の
交
通
ル
ー
ル
や
乗
り
方
の

実
技
指
導
が
行
わ
れ
、
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
、
交
通
事
故
か
ら
自
分
の

身
を
守
る
た
め
の
方
法
や
交
通
事
故

の
現
状
を
真
剣
に
学
ば
れ
て
い
ま
し

た
。

　
平
戸
警
察
署
で
は
、
高
齢
者
の
交

通
安
全
を
考
え
た
取
り
組
み
と
し
て
、

地
区
の
老
人
会
や
サ
ロ
ン
へ
出
向
き
、

交
通
安
全
に
つ
い
て
呼
び
か
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
高
齢
者
の

運
転
に
よ
る
事
故
が
ニ
ュ
ー
ス
で
多

く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
交

通
安
全
は
家
庭
か
ら
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
家
庭

で
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
免
許
証
の
返
納
に

つ
い
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。ま
た
、運
転
さ
れ
る
方
も
、

加
齢
に
伴
っ
て
視
野
・
筋
力
の
衰
え

な
ど
身
体
能
力
が
低
下
す
る
と
運
転

操
作
の
ミ
ス
へ
つ
な
が
る
の
で
、
自

分
の
体
調
に
応
じ
て
運
転
す
る
等
、

安
全
運
転
を
心
が
け
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
電
動
車
い
す（
セ
ニ
ア
カ
ー
）の

利
用
に
つ
い
て
は
、「
電
動
車
い
す

は
歩
行
者
」と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

乗
る
時
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、①

体
調
不
良
の
と
き
は
乗
車
を
し
な

い
。②
で
き
る
だ
け
明
る
い
服
装
を

心
が
け
る
。③
車
道
は
右
側
通
行
。

④
安
全
確
認
を
忘
れ
な
い
。

　
高
齢
者
の
交
通
安
全
・ 

事
故
防
止

を
考
え
る
と
、
運
転
す
る
人
も
歩
行

者
も
「
一
人
一
人
の
思
い
や
り
と
心

が
け
」
を
持
っ
て
、
地
域
の
み
な
さ

ん
で
安
全
安
心
な
ま
ち
を
作
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

平戸警察署交通課
課長　鈴山　みどり　氏



敬老の日の社会貢献活動

受講者の声
　

は
じ
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
電

動
車
い
す
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ

て
の
基
本
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
よ
か
っ
た
で
す
。
電
動
車
い
す

は
買
い
物
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
行

く
際
に
利
用
す
る
ほ
か
、
郵
便
局

や
銀
行
、
病
院
な
ど
日
常
の
生
活

の
中
で
よ
く
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
日
の
講
習
会
を
受
け
て
、
電

動
車
い
す
に
よ
る
事
故
は
転
倒
が

多
い
こ
と
を
知
り
、
傾
斜
地
や
段

差
の
と
こ
ろ
で
の
運
転
に
十
分
注

意
を
払
わ
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
講
習
は
、

電
動
車
い
す
を
利
用
す
る
人
へ
の

注
意
喚
起
を
促
す
た
め
に
必
要
な

講
習
だ
と
思
い
ま
す
。

大浦　千尋　氏
（田平町在住）
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　９月21日（火）、田平町米の内地区の米
寿会の皆さんが、敬老の日の社会貢献活動
として、平戸市福祉保健センター周辺の草
刈りを行っていただきました。福祉保健セ
ンターは乳幼児から高齢者まで幅広い世代
に利用されており、米寿会の皆さんありが
とうございました。

平戸市交通安全協会
会長　曽川　猛浩　氏

　
平
戸
地
区
交
通
安
全
協

会
は
15
支
部
で
組
織
さ
れ

て
お
り
、
私
の
住
む
田
平

支
部
で
は
、
高
齢
者
の
無

事
故
、
無
違
反
運
転
を
促

す
た
め
に
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
と
連
動
し
て
各
老
人

会
に
呼
び
か
け
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
近
年
、
電
動
車
を
利
用

す
る
方
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
が
、
電
動
車
は
歩
行

者
と
同
じ
で
す
。
車
道
は

通
れ
ま
せ
ん
。
歩
道
か
路

側
帯
を
利
用
し
、
お
互
い

ゆ
ず
り
合
い
の
気
持
ち
で

運
転
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
ま
た
、
電
動
車
で
買
い

物
に
出
か
け
る
こ
と
も
多

い
か
と
思
い
ま
す
が
、
駐

車
場
で
は
周
囲
の
車
に
十

分
注
意
し
て
駐
車
・
出
発

し
て
く
だ
さ
い
。
ど
ん
な

時
も
確
認
を
忘
れ
ず
に
！

　
年
齢
を
重
ね
る
と
、と
っ

さ
の
判
断
力
・
注
意
力
・

思
考
力
が
衰
え
る
の
で
、

講
習
会
を
受
講
し
て
安
全

運
転
を
続
け
て
ほ
し
い
で

す
ね
。
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福 祉 教 育福 祉 教 育

　9月27日（月）田平中学校2年生が人権学習の一

環として「手話体験」を行いました。

　平戸手話サークル代表 佐藤栄子氏より聴覚障

がいについての講話の後、指文字・手話を学びま

した。「コミュニケーションをとる手段として指

文字や手話があるが、伝えようとする気持ち、表

情や身振り・手振りも大切。自信を持って会話を

して！」と話されました。

　９月28日（火）平戸小学校５年生69名が、高齢

者の方の身体について理解を深めようと「高齢者

疑似体験」を行いました。手足に重りや装具を装

着して、階段の上り下りや新聞のテレビ番組探し

などを体験しました。児童からは「思ったよりも

高齢者の方の生活が色々とたいへんなことがわ

かった。自分ができるお手伝いがあればやってみ

たい」と感想が寄せられました。

　10月14日（木）中野小学校3年生7名が、「車い

す体験学習」を行いました。車いすの操作方法の

説明の後、2人組で交代しながら車いすの操作を

練習し、後半は実際に学校周辺で段差やスロープ

での体験を行いました。

　児童からは、「もっと障がい者のことについて

調べたい」や「介助する時は、声かけが大事だとわ

かった」などの感想が寄せられました。
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平戸小学校

田平中学校

中野小学校

ふくしの心を育てようふくしの心を育てようふくしの心を育てよう

高齢者の身体を体験！「高齢疑似体験」

中野小学校３年生「車いす体験」

楽しく手話を体験
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令和3年８月18日

令和3年９月８日

令和3年８月30日

福 祉
教 育
福 祉
教 育

　猶興館高等学校、平戸高等学校および北松

農業高等学校の生徒と長崎国際大学実習生、

フチガミ医療専門学校生および日本福祉大学

の実習生らが「高校生ふくしのしごと交流会」

と題して交流を行いました。

　福祉の勉強をするきっかけや大学等での授

業、国家資格取得の勉強の仕方など90分に

わたり交流を行いました。参加者からは「福

祉を勉強中の学生や実際に仕事をしている人

たちの生の声を聞く機会は今までなかったの

で、とてもよかった」という感想がありました。

貴重な時間を提供いただきました各高校にお

礼を申し上げます。
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～将来の疑問や悩みをスッキリ解決！～
「高校生ふくしのしごと交流会」
～将来の疑問や悩みをスッキリ解決！～
「高校生ふくしのしごと交流会」
～将来の疑問や悩みをスッキリ解決！～
「高校生ふくしのしごと交流会」

猶興館高等学校

北松農業高等学校（オンラインにて）

平戸高等学校

猶興館高等学校

北松農業高等学校（オンラインにて）

平戸高等学校
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☎53-2739

～笑いがこだましました～
大島地区いきいきサロン研修会

生月地区介護支援ボランティア講習会

～ささえあいのまちづくり～
田平地区「地域を支えるサポーター養成講座」開催！

　10月27日（水）「平戸市

ふれあいいきいきサロン連

絡会研修会」を大島村公民

館で開催。38名が参加し

ました。

　講演では田代　盛久　氏より「サロンの行

事をより楽しく盛り上げる方法」のテーマで

講演。様々なマジックが披露され、会場は笑

いの渦となりました。

　10月29日（金）生月町中央公民館におい

て「生月地区介護支援ボランティア講習会」

を開催。13名が参加しました。

　『新しい生活様式での介護予防について』

のテーマで平戸市立生月病院　作業療法士　

前川　俊太氏　の講演がありました。コロナ

禍でも高齢者がいきいきと過ごすため、介護

予防のポイントについて、盛り沢山の講習会

でした。

　10月15日（金）平戸市福祉保健センターに

おいて、令和3年度第1回「地域を支えるサポー

ター養成講座」を開催し、18名が参加しました。

　この講座は、高齢者の「生活支援」や「介護

予防」の担い手の育成を目的に3回の講座を

開催します。1回目の講座では、いなほグルー

プ施設代表　塚本 吉弘 氏より「認知症の人の

気持ち」～認知症になっても安心して暮らせ

るために～のテーマで講演が行われました。

参加者からは「認知症は病気であることが改

めて分かった」「それなりに理解しているつも

8

生月漁業協同組合
生月町壱部浦168-2
TEL 0950-53-2131

平戸中央支店︓
〒859-5113 平戸市木引田町459
☎0950-23-2181

平戸支店︓
〒859-5112 平戸市宮の町572
☎0950-23-2121

りだったが、知らないことがまだたくさんあっ

て勉強になった」等の感想が寄せられました。

地域で高齢者を支えよう地域で高齢者を支えよう
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度島町へき地保育所

野子町へき地保育所

度島町へき地保育所度島町へき地保育所

野子町へき地保育所野子町へき地保育所

愛の園保育所

株式会社絆　木ケ津文庫「絆」事業所

社会福祉法人敬昌会

小鳩こども園

しおかこども園

獅子保育園

たんぽぽの里

堤保育園

津吉保育所

平戸市手をつなぐ育成会

東和愛児園

中津良保育所

中野愛児園

光の園保育園

養護老人ホーム光の園

平戸祐生園

平戸市連合遺族会

平戸市身体障害者福祉協会

平戸市地域女性団体連絡協議会

平戸市母子寡婦福祉会

平戸市民生児童委員協議会連合会

平戸市老人クラブ連合会

平戸市シルバー人材センター

特別養護老人ホーム　平戸荘

みのりこども園

特別養護老人ホーム　わだつみの里

NPO法人いきつきドットコム

社会福祉法人生月福祉会なごみ

幼保連携型認定こども園めばえ

JFいきつきグループホームふれあい

ＮＰＯ法人しあわせの木

特別養護老人ホーム田平ホーム

医療法人裕光会谷川病院

田平町身体障害者福祉協会

障害者支援施設草笛が丘

大島地区民生児童委員協議会

令和３年度  団 体 会員紹 介令和３年度  団 体 会員紹 介令和３年度  団 体 会員紹 介

（順不同・敬称略）

令和３年10月31日現在

ご協力に感謝申し上げます。ご協力に感謝申し上げます。
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生月支 店　☎0950-53-0511
平戸市生月町里免2968-2
生月給油所　☎0950-53-0142
https://ja-nagasakisaikai.com/ 

へき地保育所だよりへき地保育所だより

お店やさんごっこを

したよ

楽しく親子遠足！

丸島公園へ
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いきつき島のうまかもん 
旬の味覚そのままに

平戸市生月町里免2913番地1
☎53-3080　fax 53-0936
https://maruionlineshop.com/

有限会社
マルイ水産商事

ペットボトルキャップで、
発展途上国の子どもたちにワクチンを！
ペットボトルキャップで、
発展途上国の子どもたちにワクチンを！

平戸小学校
　平戸市立平戸小学校より、学校で集めた「ペッ

トボトルキャップ」の寄贈がありました。ペッ

トボトルキャップは、30.5㎏でした。

九州電力株式会社平戸営業所様
　九州電力株式会社平戸営業所様より会社や自

宅で集めた「ペットボトルキャップ」の寄贈があ

りました。ペットボトルキャップは、17㎏で

した。

　平戸市社会福祉協議会本所に寄贈されたペットボ

トルキャップを10月13日（水）イオン九州大塔店に

寄贈しました。イオン九州では「ペットボトルキャッ

プで世界の子どもにワクチンを届けようキャンペー

ン」に取り組んでいます。

受入期間：

令和3年３月19日（金）～ 10月13日（水）までの分
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TAISEI
TAISEI TRADING CORPORATION

〒859-5704　生月工場
平戸市生月町山田免1707番地
TEL0950-53-0282



令 和 3 年 度  社 協 特 別 会 員 紹 介

　高　　校 35,000円以内 52,500円以内

 60,000円以内 90,000円以内

　大　　学 65,000円以内 97,500円以内

学校別 特に必要と認められる場合貸付上限額（月額）

貸付額

使途例

500,000円以内

入学金、制服・教科書代、敷金、家電製品や生活用品

の支払いなど

高専・短大・専門学校

11

あなたの新生活を応援します！！

教育支援資金のご案内教育支援資金のご案内
　高校、専門学校、大学などへ進学を予定されているお子様がいる世帯に教育資金の貸付

を行っております。ただし、お申込み～審査～審査決定～資金の送金までお時間がかかる

場合があります。入学決定前でも借入申込ができますので、お早めにご相談ください。

１．資金の種類
　①【教育支援費】（授業料、アパート代、生活費など就学するために必要な費用）

　②【就学支度費】（入学に際し必要な費用）

   　 ※①教育支援費のみ、 ②就学支度費のみ、または2種類合わせての借入申込可

２．貸付利子　　無利子

３．償還期間　　10 ～ 20年以内（他奨学金等借入金の総額に応じて設定可）

　　　　　　　　※当該学校を卒業して半年後から返済が開始します

４．連帯保証人　原則1名

◎その他、他制度優先や所得基準などの条件がありますが、
　まずはお気軽にご相談ください。
　　社会福祉法人 平戸市社会福祉協議会

　　【本　　所】TEL　22-2180　　【生月支所】TEL　53-2615

　　【田平支所】TEL　57-2223　　【大島支所】TEL　55-2100　

無利子

株式会社
スズキ自販長崎

tel:57-1152  fax57-1154
平戸市田平町荻田免1439-2

営業時間  10：00～18：00
店休日  毎週水曜日・第二火曜日



→次号は令和４年１月14日発行予定です。
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■活動地区：大野町
■会 員 数：15名
■活動内容：よかよか体操、料理教室、
　レクリエーションなど

なのはな会

　「なのはな会」は、平成31年4月に発足し、3年目となります。
毎週火曜日1時半よりよかよか体操のDVDを見ながら、約
60分ほど体操を行っています。
　よかよか体操以外にも食改善推進グループの「とまと会」を
お招きし、お料理教室を行っていただき、教えていただいた
レシピもしっかり、自宅で活用しています。他にも日帰り旅
行や出前講座を利用して勉強の場も設け、体だけではなく頭
の体操にもつなげています。
　そして一番楽しい時間は
体操後の茶話会です。話が
弾み、笑いもあり参加者が
みんないきいき元気になる
時間となります。今後もこ
の楽しい会が続くように頑
張っていきたいと思います。

今年度、はじめて「高校生ふく
しのしごと交流会」を実施しま
した。平戸市における介護員の
必要数は今後10年間で150人
程度の確保が必要と試算されて
いるそうです。2018年からは
平戸市が独自に賞賜金制度を設
け、介護サービスを支える人た
ちの支援を行っています。本会
でも若い世代にふくしの仕事に
少しでも興味を持ってもらえる
ように今後も取り組んでいきた
いと思います。

令和３年
11月15日発行
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次回は「的山在いきいきサロン」を紹介します。
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